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山中 宏 先生 は,2006年3月 末 日を もって定 年 を迎 え られ ま した。 規 程 に

よる とはい え,や は り寂 蓼 の感 を禁 じ得 ません。 これ まで の ご指 導 と ご功績

に対 し,心 か ら感 謝 の意 を表 す る次 第 で あ ります。

先生 は,1960年3月 京 都大 学法学 部 を卒業 され,民 間企業 をへて,1994年4

月 本 学商 経学 部 に迎 え られ ま した。 商経 学 部 ・経 済 学部 を通 じて,12年 間 に

わ た り教育 ・研 究 に ご尽 力 いただ き ま した。 温厚 篤実 なお人 柄 は多 くの人 に

慕 われ,山 中ゼ ミは常 に人気 ゼ ミの一 つ で した。 ゼ ミ生 以外 で も,「 山 中 ファ

ン」 の学生 は少 な くあ りません で した。

本 学着 任後 は,金 融論,オ ース トラ リア経 済論 を担 当 され ま した。情 熱 を

もって,教 育 にあ た られ た ご功 績 は,誠 に感慨 深 い もの が あ ります。 非常 に

教育 熱心 な姿 勢 は,ま さに模範 的存 在 の一 人 で あ りま した。 研 究面 で は,メ

イ ンバ ンク制 の研 究 を 中心 に,単 著3点,共 著1点 を刊行 され た ほか,コ ンス

タ ン トに論 文 を発 表 され て い ます 。民 間企 業 時代 の調 査 部 門 ・国 際 部 門 の

キ ャ リア を活 か して,学 問 を楽 しみ なが ら,本 学 で の学 究生 活 を全 うされ た

よ うに拝察 いた します。

先 生 は,ご 退職 後,エ ッセイ集 『深海 』(武 蔵 野文 學舎,2006年9月)を 刊

行 され て い ます。 拝読 させ てい ただ き,真 摯 な生 き方 に深 い感 銘 を覚 え ま し

た。 学生 時代 のESSの 活動 を は じめ,旅,音 楽 を こよな く愛 し,さ らに絵 画,

俳句 とその多才 ぶ りには驚 か され ます。 エ ッセ イ集 の 中 には,「卒 業 式 とゼ ミ

ナール学生 」(三,同 窓 ・キ ャ ンパ ス)が5頁 にわ た って綴 られて い ます 。 山

中ゼ ミ卒 業生 へ の慈 愛温 れ る一・文 が 印象 的 で あ ります。人 生 は 「多 くの人 と

の 出会 い」 と 「思 い出 の積 み重 ね」 で あ る と回顧 されて お られ ます。 巻 末 に

俳句30句 が収録 されて お り,"卒 業 の子 を見 送 りて われ も去 る"の 一句 は胸 に

じいん ときます。

行 政面 で は,国 際交 流委 員会 の委 員 と して ご活 躍 され,全 学 の会議 の模 様



などはきちん と文章 で報告 して くださるのが常で した。教授会や学部 の各種

委員会 はほぼ皆 出席 であ り,さ すが企業出身の教授 と敬服 させ られま した。

学問 ・研究のあ り方 が問われている現在,教 育 に全力投球 された,先 生の熱

い思 いを,今 後の学部運営 に活か して参 りたい と存 じます。

本号 は,山 中 宏教授退任記念号 として企画編集 されま した。本学部専任

教員 のみな らず,外 部の高名な先生方か らも多数の玉稿 をいただきま した。

ここに感謝 と敬意を こめて,本 論文集を教授 に捧げます。

末筆なが ら,先 生 の一層の ご健康 とご活躍を祈念いた します。併せて,こ

の記念号 に玉稿をお寄せいただいた執筆者 の各位な らびに編集委員会 の労に

厚 くお礼 申 し上げます。

2006年11月

経済学部長 武 知 京 三


